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　世界最大の宝飾見本市「Jewellery 
&Gem WORLD Hong Kong （JGW）」
が、長期化されたパンデミックから復
活し、2019年以来の大規模展として9
月18日～24日までの7日間、香港で開
催された。
　香港を取り巻く環境の変化や中国
経済の成長率及び鈍化への危惧を含
めた世界市場の今後の動向に注目が
集まる中、パンデミック前と同様に空港
側（AWE）と湾仔側（CEC）の2つの会
場に、44の国と地域から3,417社の企
業が出展。日本をはじめベルギー、イス
ラエル、イタリア、フランス、アメリカ、タ
イ、中国、インドなど20のナショナルパ
ビリオンが参加するなど、全出展社の
62％を海外企業が占めた。この国際比
率の高さは、ジュエリートレード基地
「香港」としての変わらぬ期待の高さが
あらためて証明されたと言えるだろう。
そして日本国内で開かれる“国際展”と
名の付く見本市と比較するためにも年
に一度は香港などの真の国際見本市
を体感し、今後の国内市場の在り方を
考えるべきであろう。

　来場者に関しても、会期7
日間で142の国と地域から

53,879人が参加。主催者であるイン
フォーマ マーケッツアジアのシニア
バイスプレジデント、デビッド・ボンディ
氏は「来場者数は、2018年とほぼ同じ
程度までに回復している。世界情勢を
受けて欧米からの来場者は減少傾向
にあったが、一方でインドネシア、タイ、
そしてフィリピンからの来場者数に大
幅な増加がみられた」とし、「この成功
は、中国市場と世界を結ぶジュエリー
トレードの重要拠点としての香港の永
続的な魅力を鮮明にしている。素材か
ら完成品までを中国市場、そして世界
各国のバイヤーに向けて効率的にプロ
モーションできる場所として、香港はそ
の都市機能において他に類をみない」
と語り、今後の更なる飛躍を滲ませた。
　18日に開幕した素材展に設置され
たジャパンパールパビリオンは、近年の
価格高騰から中国バイヤーの購買動
向が心配されたものの、オープン直後
から中国人を中心にバイヤーが殺到。
変わらぬ人気ぶりを見せた。パール
ホール内に出展していた日本以外の真
珠出展社も全般的に好調で、中国市場

における真珠
需要の高さを
明確に示す結
果となった。ま
た、20日にオー
プンした完成

品展におけるジャパ
ンパビリオンについ
ても、円安による競
争力の強化も手伝
い、各社ともに終始
多くのバイヤーを集
め、ジャパンパビリ
オンはJGWに大き
な貢献をしていた。

　ジャパンパビリオンの
貢献度は今に始まったわ
けではなく、長い期間継
続して貢献してきたこと
は、日本企業の努力の賜
物だろう。しかし、ジャパン
パビリオンは会場内のバ
イヤーの流動性を高めるかの
ように複数個所に分離されて
設置され、一部には暗い場所
や極端に流動性が悪い場所も
あった。30年近く前からの出
展社は、昔は日本への対応が
もっと良かったと嘆いていた。
日本企業の調子が良い内
に、各社がそれぞれ国際社
会で負けない主張を繰り返
すことも市場競争の大事な
一部に違いないのだ。勢い
のある東南アジア地域から
は、国策にてジュエリー産
業を盛り上げている地域も
あり、ただただ地金や素材を海外へ流
していると日本の強みを近いうちに失
いかねないことを懸念する。
　また国内の宝飾見本市がIJTやJJF
だけではないということと同じように、
海外に向けても香港だけではなく、タ
イ、インド、シンガポール、トルコ、ラスベ
ガス、イタリアなどより世界は広がって
いくことも視野に入れておきたいことの
一つだ。
　また、2つに分かれるほど会場は広

い。44カ国から3,000社以上が集い各
市場に向けたPRが行われる。ハイジュ
エリーになればなるほど値段が高く厳
しかったようだ。ジャパンパビリオンの
集客力は抜群なのは間違いないが、香
港企業ブースやものづくりに欠かせな
いツール&マシーン、ヴィンテージジュ
エリーも賑わっていた。タイパビリオン
が以前の3倍近い躍進を遂げたのにも
驚かされたが、香港企業の層の厚さに
も改めて目を見張るものがあり、産業の
発展の根底にあるツール&マシーンに
スポットが当たらない国内見本市の不
健全さが日本のジュエリー産業を象徴

しているかのようにも思えた。どんなに
ジャパンパビリオンが賑わったとして
も、素材のパールを除き、日本らしい
ジュエリーがそこにいくつ見られたか、
日本にしかできないジュエリーをどれ
だけの人が求めているのか、各社それ
ぞれが新たな選択をし始め、持続可能
なビジネスとして何を後世に残せるの
か、新たな時代に向け動き出したとい
えよう。
  

40周年記念企画
国際ジュエリー産業への貢献者40人
を選出！  

　1983年にわずか110社でスタートし
た同展示会は、今年で開催40周年を迎
えた。その記念事業として、世界のジュエ
リー産業の発展に貢献した業界リー
ダー40人を選出した「エクストラオーディ
ナリー40アワード」を開催。同じく40周
年となる主催者が発行する業
界紙「JNA」の編集スタッフや
社外の業界見識者とともに一
年をかけて準備を進め、受賞
者の選定を行った。
　この選考について、デビッド・
ボンディ氏は「受賞者を40人に
絞りこむことは、大変困難な作
業でした。選出の40人は、まさ

にジュエリー業
界の発展と国
際化において
卓越した功績
を残されてきた
チャンピオンた

ちです。そし
て我々は、
この40人
のチャンピ
オンに敬意
を表すこと
で、パンデ
ミック下に
おいても諦
めることな
く全力で業
界を維持し

てきた世界各国の業界関係者の皆様に
もあらためて敬意を示す機会になればと
思っています」と述べた。
　日本からは、日本真珠輸出組合の前 
理事長である㈱鵬清の清水勝央会長
が選出され、会期中に開催された授賞
式では、同じく真珠業界より選ばれたロ
バート・ワン氏（ロバート・ワングルー
プ創設者）やジョニー・チェン氏（香港
タヒチ 真珠協会創設者）とともに登壇。

世界市場における日本の真珠企業の
役割の重要性に関して熱いメッセージ
を送るとともに、9月22日に開催された
真珠業界の最新動向を探るパネルディ
スカッションで、変わりゆく市場ニーズ
への対応と挑戦について解説した。
　なお来年の「ジュエリー＆ジェム 
ワールド」は、素材が2024年9月16日
～20日、完成品が18日～22日の日程
での開催が決定している。

40周年を盛大に祝ったJGW
変わらぬ香港の永続的魅力を発揮

熱いメッセージを送る㈱鵬清の清水勝央会長

賑わいを見せた国際色豊かなJGW

際立つ各国のパビリオン
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